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新年 明けまして おめでとうございます  
 

令和８年の干支は「丙午（ひのえ・うま）」です。これ

は６０年に一度巡ってくる組み合わせで、十干の「丙

（火）」と十二支の「午（馬）」が合わさります。馬の「躍

動感」や「力強さ」に加え、「丙（火）」の「エネルギー」

が加わり、新しい挑戦や前進に最適な活気ある一年に

なると言われています。  

そして、本校にとっては創立１１０周年の記念すべき

年です。長きにわたり、地域の皆様とともに歩んできた

歴史を胸に、子どもたちの可能性をさらに広げる一年

にしたいと考えています。これからも皆様と力を合わ

せ、笑顔あふれる学校づくりを進めてまいります。 

 

 

 

１１月の代表委員会は激論でした。 

１１０周年スローガンが決定です。クラスで話し合っ

ている様子や代表委員会の様子を拝見しましたが、難

しい課題に対しても、粘り強く真剣に議論する子どもた

ちの姿が見られ、感激しました。とりわけ代表委員会の

議論は素敵でした。高学年児童が、根拠を説明しなが

ら自分の考えを伝え合う様子は、ここまで先生や友達と

ともに学びを積み上げてきた賜物であると感じました。 

 

どの意見もよく考えられていて、「そうだな、なるほ

どな。」と私の心を動かすものばかりでしたが、三つの

案の中からこのスローガンに傾いていったのは、ある

児童の意見からだったように思います。その児童は学

校教育目標の「笑顔いっぱい」とスローガンの「スマイ

ル」を結び付けて自分の考えを推していきました。「学

校教育目標かぁ。よくそこに気が付いたなぁ。」と大正

の子どもたちに理念が根付いていることに思わず頬

が緩んでしまいました。その他にも「１年生が…」とか

「地域の方に…」などと他者を思い、他者のために考

えた意見が多く出ていました。正解がない問いに対し

て、自分の考えを押し通すのではなく、対話しながら皆

が納得できる最適解を探りながら話し合う子どもたち

の姿に胸が熱くなるような思いでした。 

 

 １１月から１２月にかけて3年生の区音楽会（東品濃

小、名瀬小、品濃小）、５年生の球技交流会（小雀小、

東俣野小）、１年生の保育園との交流（原宿保育園、

聖母の園保育園）、個別級合同宿泊体験学習（川上

小、横浜深谷台小）と大正小以外の他者と関わる行事

が続きました。どの行事にも共通していたのは、子ども

たちの「やる気」の高さです。他者がいることで非日常

感を生み出され、それが程よい刺激となり、「もっとい

いところを見せたい」や「いいことをもっと伝えたい」と

いった「やる気いっぱい」の姿を引き出していました。

これからも、他の学校の友達、地域の方などとかかわ

り合う学習を通して、大正小学校の子どもたちのよさ

がたくさん表れるようにしていきます。 

  

令和８年も引き続き、様々な教育活動を通して、 

「やる気いっぱい、えがおいっぱい 大正小」を職員

一同、子どもたちと共に体現していきたいと思います。 

   ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

 令和８年度は、日課表の見直しを検討しています。見

直した結果、学年によっては下校時刻が変更（早ま

る）となる曜日が出ることも考えられます。決まりまし

たらできるだけ早めにお伝えできますよう努めます。

す。 
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